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国交 は回復 した。自衛隊の海外派遣 も可 能となった。
C130輸送機 も10機以上が保有 されるようになった。ロシ
アは、昭和基地とは約300㎞離れたマラジ ョージナや基
■国立極地研究所発 行 ■ 〒173東 京都板橋 区加 賀1-9-10会(03)3962-4712
1996年3月1日発 行 隔月1回1日 発行
1一
極 地 研 ニ ュ ー ス130
地 と大陸間 の航 路 を我 が観 測隊が利 用す るこ とを歓迎す
る雰 囲気 となった。 今 日、昭和基地 との間 に航 空路 を確
保するチ ャ ンスが到来 したので はないか。 この3月 には
長岡技 術科学大'/]S二の.東助教授 が ドームふ じ観測拠 点での
越冬 リー ダーの任 を終 えて帰国す る。 彼 は、航 空機.支援
が得 られ ない現 状で も大丈夫 とい ったが 、我 々には心配
であ った。大 陸間航空 路が確保 されれ ば、我 々の ような
準専門家が 南極 を見る ことがで き、観 測体制 も我 が同の




岡 野 章 一
南極 大陸で はitif界各国の研究 者が超高 層大気の研究観
測 を行 ってい る、 なぜ 南極か とい うとふ たつの点が考 え
られる。 第 ・にはオー ロラの存 在で ある。オー ロラは地
球 の磁気 圏か ら磁 力線 に沿 って降下 して くる高エ ネルギ
ーの荷電 粒..子が超 高層の希薄 な 大気 に衝 突 して原子 ・分
..f・を励起 し発光 させる華麗 な光 学現 象であるが、 これ ら
の荷電粒 粒∫・は発.光と同時 に電離 をも引 き起 こす。電離 度
が増.大した オーロ ラ中の電離 層 には磁気 圏か らか かる電
場 が存在 して いて オー ロラ出現 時に は100万アンペ アを
こえる大 きな電流 が電離 層中 を流れ ジュール熱が 発生 し
て大気 は加熱 される。 この ジュール加熱 は時 には局所 的
に太陽放射 による大気加熱 に匹敵す るかそれ以Lに なる
こ とさえあ る。 もちろ ん高エ ネルギー粒 ヂの流入 自身 も
大 きな加熱源 となる.、オー ロラに伴 うこれ らの大気加 熱
に よって オーロラ中の超 高層 大気 は激 し く変動す るがそ
の詳細 は いまだにわか らない点が 多い。南極が超 高層大
気 の研究者 に興味 を もたれる第:の 点は南極 においては、
海 氷.ヒの北極 点 と異 な り自転 軸 ヒの 極点 で.観測が.ロ∫能な
こ とである。極点で は自転 に伴 うコリオリカが消滅 し、内
部重力波や 大気潮汐 な ど大気 の ダイナ ミクスにとっての
特 異点 となっている。
この よ うな南極特有 の超 高層大気Jj像の解明 を 目指 し








い る各国 の研 究者が南極 での仕事 の帰 途集結 して互 いの
デー タ交換 ・検 討、翌 シーズ ンの観測予定 な どを議論す
る ため の場 と して南極観測協 力会議(Austral　Alliance
Workshop/Meeting)が発足 し、今 年は第4【【i1目をむかえ
た。 この会議 にはア メリカ、 イギ リス、オー ス トラリア、
ニ ュージーラ ン ド、 ロシアか らの研究 者が メンバー とな
ってい るが、今 まで 日本 か らの参加 はなかった。国立極
地研 究所 では'r－成8年 度か ら始 まる第V期5か 年 計画 に
おい て 「地上 リモー トセ ンシ ングによる熱 圏 ・中間圏へ
のエ ネルギー流入 と大気変 質の研究」が テーマの ひとつ
とな ってお り、 この会議 に参加 して情報交換 を行 い各国
と連携 して観 測 を行 うこ とは 大変 意義 があ る と思わ れ、
1996年2月12日から16Hま でニ ュージーラ ン ドのマ ウ
ン トクック国 ウ1公園で 開かれた第4回 会議に参加 した..
今 回の会議(写 真参照)は 万年雪 をいただ くマ ウン ト
ク ックの 麓のハー ミテ ージホテ ルとい う素晴 らしい ロケ
ーシ ョンで6ヵ 国か ら17名が.参加 し、24件の話題提供が
あ った。 会議 の進め方 は発表者 とタイ トルが事前 に決め
られ ているだけで制限時 間な しに全員 が納 得する まで 自
由に議論 を続 ける スタイルで行われ 、議論 に飽 きた ら近
くの 山に トレ ッキ ングに行 くし、議論が 白熱 すれば夜遅
くまで議 論を続け るとい うや り方で 、おh:いの理 解に非
常 に有効 で研 究の ための ミーテ ィングはこの ようにある
べ しとの印象 をもった。
我 々か らの話題提供 は、今回が始 めての参加 とい うこ
ともあ り、過去に30次 と34次の昭和基地での越冬観測で
行わ れた ファブリーペ1」一 ドップラーイメー ジングシス
テムを用いた熱圏風系の観測結 果 と将 来の昭和 基地での
超高 層観 測計|山iについ て紹 介を行 っだ 、今回の会議で主
要 な,舌題 とな ったのは、〔1}オー ロ ラアー クの 出現時に熱
圏の風系 につ よい鉛直成分の発生 を示すデー タが極点、モ
ーソ ン基 地、昭和基地で得 られてい るの で過去 の 共通デ
ータの交換 が必要である こと、 また37次の昭和基地での
熱国風 の観測で鉛直方|f1J成分 をみる観測 モー ドが望 まれ
ること、お よび21昭 和基地に将来MFレ ーダーを設置 し
て高 度60-100kmの領域 の風系の観測 を行 うことは、南
極大 陸を 一巡す る大気波動 を調べる ため に既 に存在 する
各国のMFレ ー ダー群 に対 して、 カバー されていない 一
点 を補 うとい う意味 にお いて非 常に期待 されるこ とな ど
で あった。
ア メリカの南極観測予算 の削減な ど必ず しも未来はバ
ラ色ではないが、自然の探 究 とい う共通の 目的で集 まる国






ら、この国内巡航とは必ず しも連動 しない講演 と映画の
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会 も企画す る こと とな った。 この最初 の企画 は、第1次
越冬隊長で あ った故西堀榮 三郎 先ノ1この縁 の地で ある滋賀
県湖 刺lrl'と同1{「」.教育 委員会の共催 を得 て、　IP学校 の課外
教育の ・環 と して2月3]i[い に開催 され た=中 学 校
の課外教 育のため、 この1講 演 と映 画の会11二は、[極地
びバ舌動力・ら弓∠㌧}司とい う}川越力冒†さオし、P品別iは第36労(‖'見
測隊長で あ った名.llf原人学 人気ilく圏科学 研究Diσ)L[1|豊
教授 がつ とめた 、
一ヒ田教授 は 、「南極の 自然 と観測 隊1の 演 題の もとで 、
南極観測が地球環境へ どの ような貢献を しているか を、わ
か りやす く解説 された
講演 に先立 って、衛 星通信 による電 話を介 して昭和基
地の川 田副 隊 長が 生徒代表の質問 に直接 答 えるコーナー
が設 け られた。 生徒代表の質問 は、 トイレ、ごみ 、廃 棄
物 な ど環境 の諸問題 に集中 し、 なごやかな雰囲気 の11&演
会であ った。
前 日か ら当 日にかけて記録ri勺な降㍗ で、 この講演 と映
● 】1晩・・ため ・(1'・・1・'・刺 ら概 頭 ・な ・..Tl嘲か ・会
場周辺 び)除雪 を して くだ さったお陰 で混乱 もな く開催す
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観 測 隊 だ よ り
1.昭 和基 地
1月1日 南極で2度 目0)]1・1月を迎 え、IU」を祝 う祝賀
会が開催 された,祝 賀会は、年男 による鏡開 きに始 まり、
残 り[　tJ月となった越 冬生活の 無iliを祈 り祝杯 した 、
1E月気 分は この.Hだ けで 、翌 日か らは物資 の荷受 け
が始 ま'tた.連 日荷'.乏け作 業 に明1}募れ、1}}∫:受けの合間
に持 ち帰 り物資輸送、 基地の 後か たづ け等が 行われ た.,
また、作 業の合間には、36次と37次隊 による ソフ トボ
ー1レの 父流 試 合や パ・一ベ キ ュ・一パ ーテ ィ等 を行い両隊の
親睦 を深めた
ド旬 には、37次隊i'"催によ り新築 した倉庫棟の披 露 と




隊か ら引 き継 ぎ37次隊に よる基地運営 が開始 された。
夏期作 業は、好 天に恵 まれ 多岐 にわたる作 業に もかか




屋 の建設 等であ った が12目 すべ ての夏期 作 業が終 ゴし、
全員1し らせ1に 帰 還 した、
翌1311から1511にかけて初 のA級 の ゾ リザ ー ドに 見
舞われ、 夏期作 業の疲れが癒 された ものの 、好 天に慣 れ
親 しんだ隊員は、南極の 自然の厳 しさを味わ った。
20日に、越冬成立式が福 島ケ ルン前で行 オ)れ、故福島
隊 員を慰霊 する と共に越 冬中の安全 を祈願 した 、
一3一
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2.ド ームふ じ観測拠点
1月1日 は休養 日課 と し、翌 日か らは2交 代で掘削が
続 け られた一4日 には、先 発隊5名 が ドーム観測拠点 を
発 ち昭和基地 に向か った。
1月12日37次 隊14名 が 、生活 、観測物 資満`1藁に した
儘 を牽引 した㍗一ヒ車で ドームふ じ観測拠点 に到達 した、、
家族 か らの便 りや新鮮 な食べ物 が食E匡を賑 わ し、 日本
の1活題 と厳 しい越 冬生活の話 題は尽 きるこ とな く夜遅 く
まで歓談がはずん だ.、
翌 日か らは、観 測設備、掘 削設備及 び、生 活設備等の
基地設備の引継 を開な書した 、
22Hには 全ての引継 を終 了し、37次隊 に基地運営 を引
き継いだ。
23[136次隊4名 は、 ドーー ム 観測拠点 を発ち帰路 に着い
た。31}1全員観測 資料・と共 に 「しらせ1に 帰 還 した。26
日に ドーム観測拠点 を発 った37次 夏隊 も2月8日 には全
員 「しらせ1に 帰還 した。
2月 に入 り、上 旬は温暖で穏 やかなJC候に恵 まれ、外
作 業を中心 に、保管 物資の整理 、.中1両整備点キ灸等越冬準
備 を実施 した。
隊 員の高度順応 も順,iJ,tiに経過 し、南極氷床 の頂 ヒでの
越冬が川頁調 に開始 された。
中旬以降は、E1毎に気温が ドが り、 ド旬には 一60℃を
ス130
割 る気温 となった。
氷床深層掘削 は、19日か らサポ ー ト隊員 の トレーニ ン




'ド成8年2月22日(木)開 催 の総 合研 究 大学 院.大学 数
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北極域 におけ るオーi」ラ現象に関する研 究
レ来訪者く
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11月11日 ～ll月24日 　 PINNOCK,　M.　(英国 南 極 調 査
所 主 任 研 究 員)
11月18日 ～ll月25日 　 Dr.　MOORE,　T.　(NASA主 任
研 究 員)
11月18日 ～11月25日 　 Prof.　HERNANDEZ,　 G.　(ワ
シ ン ト ン 大 学 教 授)
11月19日 ～11月28日 　 Dr.　VO,　H.　(カル ガ リ ー 大 学
研 究 員)
12月5日 ～12月7日 　 Prof.　KAPPEN,　L.　(ク リ ス
チ ャ ン ・ア ル プ レ ヒ ト大 学 教 授)
12月5日 ～12月7日 　 BRANDINI,　F.　(パラ ナ 州 立
大 学 研 究 員)
ユ2月5日 ～12月7日 　 BOLTER.　M.　(キー ル 大 学 研
究 員)
12月5日 ～12月7日 　 Prof.　SUGIZAKI,　M.　(サ ン
パ ウ ロ 大 学 副 学 長)
12月5日 ～12月7日 　 BORNEMANN,　 H.　(アル フ レ
● 。ド ・.ゲ ナー研究所研究則
12月8日 ～12月12日 　 Dr,　CLAUSEN,　 H,　(コペ ン




ジェ ッ ト推進研 究所計画副部長)
12月20日～12月21日　 Dr.　CHAN,　A.　(NASAジェ ッ
ト推進研究所 計画課長)
平成8年1月27日 ～2月4日 　 Prof.　BERKEY,　F.　(ユ
タ州立大学教授)
2月20日 ～3月12日 　 Dr.　KRAVCHINSKY,　V.　(ロ
シア地球科学研 究所)
2月20日 ～3月19日 　 Dr.　TUNY.　1.　(スロバキア国
科学 アカデ ミー地球物理学研 究所研究員)
2月25日 ～3月7日 　 Dr,　PETROVSKY,　E.　(チェコ
国科学 アカデ ミー地球物理学研究所研究員)






南 極 月 別 気 象 状 況 　(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
1F均気 温(Mean　 temp.)　(°C)
最 高 気 温(Max.　 temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min,temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure.
　 sea　leve1)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧 　(Mean　vapour
　 pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度 　〔Mean　relative
　 humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.
　 wind　speed,　10-min.　mean}　(m/s)
最 大 瞬 間 風 速 　(Gust)　(m/s)
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【極地豆辞典】
ドームふ じ観測拠点
昭和基地 か ら1000km南方 に位 置す る、南 極氷床 ドー
ムの一つの頂 上に ドームふ じ観測拠点が設け られた。標
高3810mで南極 の越 冬基地 として は一番高 い。 この基
地では 「氷床 ドー ム深層掘削観測計画」 として、過去20
万年以上の気 候の変動 を解明するための氷コアの掘 削作
業が第36次南極 地域 観測隊か ら開始 された。
26次隊 によって地形探査が行われ、 ドーム頂上の概 略
の位置 が求め られ た。10m深 の雪温か ら推定 される年 平
均気温 は一58℃ 、積雪 居中 に残 る核 実験 に よる 人工放
射性物 質の堆 積層 か ら推定 され る年 間降水量:は32㎜で
ある。 そこに観測拠点 を建設す るために32次隊か ら、輸
送ルー トの新 設や燃料 ドラムの輸 送作 業が進 め られた。
33次隊 によって ドーム周辺の標 高 と岩盤地形の詳細な調
査が行 われ、観測拠点 の位置が決定 された。34次隊では
ll2m深まで のパ イロ ッ ト孔が掘削 され 、液封掘 削のた
めの準備 が進 められた。35次隊は本格的 な基地建設作業
を行い、越冬開始 に必要 な約300トンの物資 輸送 も完 了
し、36次隊か ら9名 の隊員が最初 の越冬 を開始 した。
ドーム観測 拠点 には、居住 ・観測建物 、掘 削場 、物 資
デ ポ地 、観 測 区域 が あ る。 居 住 ・観 測 建 物 は8.1×
4.5mの広 さの食 堂棟 、観測棟 と2棟 の居住棟 、お よび
一回 り大 きい発電棟か らなるこれらの建物は10cm厚 の
断熱材パネルが用い られている。掘削場 は、雪面か ら4
m掘 り下げた、幅4m、 長 さ21.5mの作業 スペー スを
もち、屋根 がけに してある。液封型掘削 ドリルの長 さが
10mあるため、ウ ィンチマス トの回転のために、さらに
床 面か ら7.5m掘 り込 まれている。大 きな窓のついた掘
削管制 室か ら ドリル ・ウ ィンチの操作 を行 う。居住 区か
ら50m離 れて、避難施設が あ り、 この中 に大型雪 上車
SMIOOが格納 され、厳寒期で も稼働で きるようになって
いる。建物 の風下 側には燃料 と液封 液の集積場が ある。
風 上側 は、通信 ア ンテナや気象 ・雪氷観測区域 が設け ら
れ、観 測時 のみ立 ち入る ようになっている。
基地生活の心臓 部である発電機 は、生活用 に28　KVA
発 電機2台 を交互に運転 し、掘削用 には同 じく28　KVA
を1機 運転 して いる。調理は、火災防止 と住環境保 全の
ため に電熱器 を使 う。気圧 が600hPa以下 と低い ので、
炊 飯には圧力釜が必要である。生活用水は造水槽 で雪 を
融 か しているが 、風呂 もあ り、洗濯 もで きる。 居住 ・観
測 建物 の暖房 は省エ ネルギーのために、基本的には発電
機 の冷却水 を熱源 とした温水暖房 が用 い られる。
越 冬隊員 は9名 で、その構 成は基地長1掘 削2、 コ
ア解析1機 械2、 通信 ・気象1医 療1調 理1で あ
る。昭和基地 との通信 はHFを 基 本 とするが、 日本 とは
衛 星回線で電話 、　FAXが 可能 である。通信衛星 は 、水
平線 ぎりぎ りに位置 し、一 日数時 間は感度 が非常 に下が
るが、 般 には通信状態は良好である。昨 年は暖冬 であ
ったが 、8月18日 に最低温度 一79.6℃を記録 した。
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